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第 8 回清水寺で世界を語る開催における 

新型コロナウィルス感染症対策について 

 
11 月 3 日清水寺境内で開催する「第 8 回清水寺で世界を語る」では、新型コロナウィルスの感染予防の
ため、京都府のイベント開催時の基本的な感染防止策に則り、発熱（37.5℃）等の症状がある方はイベン
トへの来場を控えていただくこと、マスク着用での来場をお願いするとともに、下記の通り対策を実施
いたしますので、ご協力をお願いいたします。 
 
【イベント配置図】 

 
 
 
 
（１）桧垣バレエ団による演目披露時の対策 
バレエ奉納は清水寺境内にある経堂で行います
（イメージ写真として右記 2019 年の開催写真を
添付します）。経堂の扉の 4 分の 1 は解放し、会場
自体は換気ができている状態です。経堂内は演者
と会場設営スタッフのみとなり、観覧者はすべて
屋外となります。建物の構造上からも、演者と観覧
者は 2m以上の距離があります。 
また、観覧者は事前予約制ではなく、当日訪れた方

桧垣バレエ団による演目披露（経堂） 

NGO・教育機関ブース出展（南苑付近） 



が自由に観覧できます。1 演目 15分程度となり、休憩をはさみ 1 日 2公演を予定しています。演者の控
室については、三密（密集、密接、密閉）の環境を作らないよう徹底します。 
 
経堂における具体的な対策案は下記の通りです。 
 
・アルコール除菌スプレーを設置しています。 
・観覧者が密集、密接にならず 2ｍの間隔を確保できるように、会場整理を有限会社アールスタッフに依
頼し、整理を行います。 
・マスク着用での観覧を事前に依頼します（観覧者でマスクをしていない方には、マスクを配布します）。 
・京都市新型コロナ安心追跡サービス、及び位置情報活用イベントアプリ「こことろ」の登録をお願いし
ます。 
 
来場を予定されている皆様
は、当日会場につき次第、位
置情報活用イベントアプリ
「こことろ」の登録をお願い
いたします。（こことろのイベ
ント登録は 2020年 7月 21日
に完了しており、同アプリ内
の地図で清水寺の境内にイベ
ント情報が掲載されていま
す。） 
 
アプリのダウンロード、登録
は右記。京都府からの案内を
ご参照ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２）NGO、教育機関ブースにおける対策 
NGO、教育機関の出展ブースは、清水寺南苑付近の屋外にテ
ントを用意する形式です（参考として 2019 年の写真を添付し
ます）。自由参加型で希望者のみ近づき、商品の購入や活動の
紹介を聞きます。 
 
南苑付近では、下記の対策を実施します。 
 
・アルコール除菌スプレーを設置しています。 
・マスク着用でのブースでの会話にご協力ください（マスクをしていない方には、マスクを配布します）。 
・京都市新型コロナ安心追跡サービス、及び位置情報活用イベントアプリ「こことろ」の登録をお願いし
ます。 
・スタッフのマスクの着用とこまめな消毒や手洗いなど「新しい生活様式」に基づく行動を徹底します。 
・金銭の授受がある場合、カルトンを使用します。 
 
（３）運営に関わるスタッフの対策 
当日運営に関わるスタッフには、京都府の「イベント開催時の基本的な感染防止策」を基に下記の対策を
実施します。作成時は 7月 10 日現在の防止策をもとに記載しましたが、開催 2週間前に防止策のアップ
デートを確認し、最新情報をもとに行動します。 
 
・当イベントに関わるスタッフは、当日外出前に検温を実施し、発熱等の症状がある者はイベントの参加
を控えます。 
・当イベントに関わるスタッフの名簿（緊急連絡先リスト）を作成します。 
・こまめな消毒や手洗いなど、新しい生活様式に基づく行動を徹底します。 
・休憩時間や待合場所等を含め、三密（密集、密接、密閉）の環境を作らないよう徹底するほか、そこに
おける交流等を極力控えます。 
 


